
感染症漣砺   

E型肝炎  

出典   

JMedVir012006：  
78：473－475  

概青  
‘  

臭直面轍左主塾辞議論適材方くパニ主ジガ玉串丙  
の病院で8例発見された。E型肝炎は英国ではまれな疾患と考えられて  
おり、通常は流行地への渡航後に発症する。急性肝炎の患者すべて  
に、渡航歴とは無関係にHEVの可能性を考慮する必要がある。  
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JMedVir012006：  
78：31ト317  （川∨－1）が同定された。このウイルスは、NuoliSenso川∨一1QTas8ay  

（Org訓10nTecknika／bjoMerieux）では検出不能であり、Monltく〉rVl．5test  
（RocheMotecutarSysteTTIS）ではLCxHlVRNAQuantitativea8S8y  
（AbbottLaboratorie8）に比べ有意に低値を示した。プライマーとプロー  
ブ精舎部位でのヌクレオチドの不整合が、定量羞の原因である。川∨－1  
の遺伝的多様性がアツセイにおける検出と定量に影響を与えることに  
注意すべきである。  

細菌感染  
Clin Microbiol 
Infect2005：11：  

919－924  
回顧試験で、1020件中108件（10．6％）が病院内肺炎球菌血流感染  
（NPBI）と同定された。この内77例のデータが分析可能であったが、入銃  
後、血液培養が腸性になるまでは3～135日（中央値17日）で、基礎疾患  
は悪性腫瘍（81射、捜性閉塞性肺疾患（28．…）、心不全（18．…）、慢性  
腎不全（柑．…）、肝硬ま（13射、HIV感染（13％）であった。患者の31．2痛く  
重度の敗血症、11．7％カモ敗血症ショック、3．9痛く多臓器不全を呈した。  
原因菌の血清型のうち、78別ま23価多糖体ワクチンに含まれていた。  
35名（45．5別の患者が死亡し、そのうち21名（27．3†i）がNPBIに関連する  
と考えられた。  

細菌感染  
にアメリカ赤十字の38の地域血液センターすべてにおいて、  ¶帽nShsion2005；  

45：1845－1852  成分採血由来の血小板製剤における細菌汚染についてルーチンの品  
質管理試験を行った。細菌試朋の最初の10ケ月で350．¢58例中228例  
が初期陽性であった。初期偶性のものにつき再度検体採取したところ、  
棉例で細菌汚染が確認され、陽性卒は0．019％であった。阜離された細  
菌はブドウ球菌属（47．1射、連鎖球菌属（26．5射、グラム陰性薗（17．8％）  
であった。スクリーニングで陰性であった成分に対して、敗血症性輸血  
反応と疑わしい症例が3例特定され、これらはすべてコアケラーゼ陰性  
ブドウ球菌が原因とされた。   

………．．．．l…………．…  」…＿．．…」．   」．．．…‖．＿＿」．  L．＿－‥」．  L＿．‖l  

73ページ  



74ページ   



／くルポウィル  感染症序慨   ス  
出典   

Clin】nfectDi＄  

2005：41：1201－  

1203  

概要  

パルボウイルスに急性感染後のウイルス動態の再評価により 動態の再評価により 、症状が  
早期に消失したにもかかわらず、、本ウイルスは宿主から急速には除  
去されないことが示された。  

クロイツフェル  

トヤコブ病  
ウムくSDS）によるプリオンの不活性化について  JVir01之006；8（】：  

322－331  検討した。ハムスターSe237プリオンおよぴヒト散在性クロイツフェルト  
ヤコブ薪（sCJD）プリオンの酸性SDS暴蕪による不活性化には、＄D＄温  
度、暴露期間、温度が関係した。ヒト8CJDプリオンはハムスターS¢237  
プリオンに比べ、不活性化に10万倍以上抵抗性を示した。ステンレス鋼  
線に付着したヒトsCJロブリオンは酸性SDSとオートクレーブの併用で除  

去された。この知見は手術静具や歯科用機器などのプリオン不活性化  
に適したシステムの基礎となる。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

misbldingcy81iGamPli恥ation）  N8tMed2005：11  
982－985  法を自動化し、PrPsGの増帽率を向上させた。標準的な検出方法で  

140PMCAサイルで感度が朗00借上昇、2国連続で繰り返した場合、感  
度が1000万倍に上昇し、PrPs¢の8000分子相当が検出可能となった。  
この方法で、スクレイピー感染ハムスターの血液中PrP＄G検出に成功し  
た。血液中で和Ps¢が生化学的に初めて検出され、プリオン病を早期診  
断するための非侵璽的方法の開発が見込まれる。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

Nature2005；437  
257－2（芦1  及び変換活性との関係を観べたところ、14－28PrP分子に相当する凝集  

塊を持つ非繊維粒子がTSEの最も有効なイニシエーターであることが  

示唆された。  

フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

リスザルの脳内に棲  JViro12005：79こ  

13794－13796  種したところ、リスザルは進行性神経変性疾患を発現した。リスザルの  
脳組織にはPrPresが検出され、海綿状変性が駈められた。畳長類に  
CWDが感染した初めての報告である。   
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感染症髄鳴   

異型クロイツ  

フェルト・ヤコブ  
病  

出典   

NatM8d2005：11  
1137－1138  

8頭のヒツジについて調べ  
たところ、そのうち261頂がプリオン病lこ対する感受性を与えるPmp対立  
形賞を有していた。7謂が明らかなスクレイピーであったが、臥リンパ  
節、扁桃腺でP仲S¢が検出された。スクレイピーのヒツジ全てと無作為  
に遭んだ健康なヒツジ100董附こついて乳腺を組織学的に桐べたところ、  
乳腺炎とスクレイピーを併発していた4頸では乳腺においてPrPS¢が検  

出された。30km離れた別の群れのヒツジ27網引こついても同様の調査  
を行ったところ、1頭が同様の所見を呈した。悼性的な炎症とスクレイ  
ピーの併矧こより、PげScの沈着が予期せぬ姐馳こ広がることが示さ  
れた。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

ProMED20060112  
－00了0  

英国保健省の月間統計によると2叩6年1月¢日時点でCJD死亡患者総  

欺くBSEと開運があると思われるvCJDを含む）は158例で、内訳はvCJD  
確定例における死亡患者109例、VCJD可能性例における死亡患者（神  
経病理学的に未確定）43例、VCJD可能性例における死亡患者（神経病  
理学的確定実施中）1例であった。存命中のvCJD患者は8例で、VCJD  
確定例および可能性例総数は159例で前月から変化はなかった。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

英国保健省Press  

Statement  
http：／／www．hpa．or  

g．uk／hpa／news／ar  

tkle＄／press＿rel8a  

s¢S／200¢／0¢0209  

●由dhtm  

輸血と関連したvcJロの新たな症例が見つかった。患者は、供血後20ケ  
月でvCJDを発症したドナー由来血液の輸血を受け、その約8年後に  
vcJロを発症した。この患者は存命中で、国立プリオン病院の医師によ  
る治療を受けている。この症例は輸血関連vcJD伝播としては8例日で  
あり、VCJDが輸血によってヒトーヒト感染しうることを示す新たな証拠と  
なるだろう。これら3例は、血紫分国製剤の投与ではなく、すべて血液成  
分の輸血と関連している。この患者は、英国で供血後にvCJDを発症し  
たドナーから輸血されたことが判明し生存している約30人のうちの一人  

だった。対象者は全員vOJD暴露の可能性があることを通知され、手術  
などの医療措置を介したvcJD伝播の危険を減らすための予防樟眉を  

講じるよう求められている。  

すd碓あ；訂古壷繕お軒三百i（億料声醐孟こ漸こ貰  ウイルス感染  
J Clin Microbiol 
2005：43：5428－  

5434．  
錆保存した末梢血蝿核細胞（PBMC）と2002年から2003年に健常者19例  

から採取した新鮮PBMCにおいてヒト／くピローマウイルス（HPV）DNAを  

開べた。患者8例と健常者3例がHPV型18ゲノムの2つのサブグループ  
の大部分に陽性であり、これら‖のPBMC検体すべてで検出された  
HPVゲノムはエビソーム型として存在した。PBMCはHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。   
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感鴇痘繹哨   

ウイルス感染  インド洋西部でテクンケンヤウイルスによる懸染症が流行している。レ  
ユニオン鳥では2006年1月下旬の1週間だけで1万5千人増え、計5万人  
に達した。モー」Jシヤス当局はウイルスを媒介するヒトスジシマカの駆除  
を決定した。  

2004年3月から12月に、中国の4地区から408匹のコウモリを集め、血  
液、糞、唾液を採取し、血清検体および集または唾液由来¢DNAを、  
各々独立に、異なった方法で、ニ圭官検lこより分析した。その癖果、あ  
る種のコウモリが重症急性呼吸静症候群（＄ARS）の病原体であるSARS  

コロナウイルス（SARS－CoV）に非常に近いコロナウイルスの自然宿主で  

あることが明らかになった。これらのウイルスはSARS様コロナウイルス  
（SL－CoV）と名づけられ、ヒトやジャコウネコから分離されたSARS－CoV  
より遺伝的多様性が高い。ヒトやジャコウネコから分離された＄ARS－  
CoVは系統発生学的にSL－CoVの範疇に入り、SARS発生の原因ウイ  
ルスがSトCoV群の一員であったことを示す。  

コロナウイルス 感染  
ScねnGe2005：  

310：676－679  

は呼吸器及び腸疾患に開運する可能性  
コロナウイルス 感染  

ClinlnfectDis  
200¢：42：¢34－839  があり、状態の不良な患者における持続性の無症候性感染との関連が  

考えられる。  

エボラ出血  
年から2003年にかけて発生したヒトと大型霊  Nature2005：438：  

575－578  長類lこおけるエボラ流行時に採集された1030の小型脊椎動物におい  

て、エボラウイルスについて調べた。エボラウイルスに特異的な抗体が  
3種類のコウモリの血清中で検出された。エボラウイルスのヌクレオチド  
配列が同じ種類のコウモリの肝臓と脾鮨で検出されたが、腎隠、心膿、  
肺からは検出されなかった。また他の動物からは検出されなかった。兼  
くべきことに、抗体陽性の動物はすべてPCR陰性であり、PCR陽性の動  
物lますべて抗体陰性であった。これはPGR陽性の動物Iま感染から日が  
浅く、免疫反応が検出できる前に検査されたためと思われる。  

揃薄絹：式事天王亨：ジジガポご〃ご卦）ラ漁寺）描三ニケ古ご寺 レーシアでデング熱が流行している。死亡者も多数でている。   
デング熱  

ProMed20050928  －0040  
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感染症灘準  デング熱  
出典   

Blood200う；106：  

Abst帽Ot＃5331  

概要   

骨髄移棍後の最初の再発時に敗血症と不可逆性ショックを発症し、死  
後解剖でデングウイルス4型感染が判明した急性リンパ性白血病（ALL）  

小児愚者について報告する。柑94年11月にプエルトリコで兄弟からの  
骨髄移植を受けた8歳の少女は移植後5日日に全身紅班、6日目に発  
熱を発症し、抗生物質の投与にかかわらず、不可逆的ショックを起こ  
し、11日目に死亡した。死後解剖で血液、腹水、肝臓、脾臓からデンダ  
ウイルス4型が検出され、PCRで確認された。ドナーの血液をさらに検善  
したところ、テンゲウイルス4型のIgM抗体が検出され、患者ウイルスの  
培養は、ドナーの急性力価と一致した。デンダウイルス感染は流行地  
域で輸血や骨髄移植を受けた患者の死亡原因となりうる。  

朝日新聞2005年 10月3日  

ウエストナイル  
ウイルス  

は2005年10月3日、米国から日本帰国した男性会社員が  
米国で流行中のウエストナイル熟と診断されたと発表した。庄l内初の感  
染例である。  

米国で共通のドナーから臓器移榔を受けたレシピエント4  ウエストナイル  
ウイルス  

CDC／MMWR  
2005；  
54（Dispatch）：卜3  

名中3名にWNV感染が確認された。ドナーから搾取された血清および血  
渠サンプルの検査でWNV一也M抗体、IgG抗体は犠牲を示してが、WNV－  
RNAは陰性であった。  

2005年8月－9月にニューヨークとへ○ンシル八’ニアで臓韓移植を受けたレシピエン  

トがウエストナイルウイルス感染した件に関連するQ＆A。臓器移植によ  
ウエストナイル  
ウイルス  

CDC  
http：／／www．Gde．g  

ov／ncidod／dvbid／  

we＄tn紬／問／t帽n8  

fusion，htm  

第47回日本鴎床  

血液学会総会  
2005年9月17－19  
日  

る感染は、ドナーの血液が核酸増幅拭験陰性、IgMllgG抗体陽性の場  
合にも起こる可能性がある。  

重篤なB型肝炎を生じた  

B型肝炎  

症例を複数経験した。全例とも治療前のHB8抗原は陰性であり、治療  
中の感染はなかった。HB＄抗体およぴHβ¢抗体備性の症例があったこ  
とから、免疫状態の変動に伴いH8Vの再活性化が生じたと推測される。  

HBさAb陽性で、同種造血幹細胞移個をうけた患者  B型肝炎  第47国日本旗床  

血液学会総会  
2005年9月17－19  

日  

移植前H鮎Ag陰性、   
8例のうち1例が、移植後15ケ月で劇症B型肝炎を発症した。このような  
患者ではHBウイルスをモニタリングする必要があると考えられる。  

日赤へ報告された輸血後HBV感染疑い  
B型肝炎  第20回日本血液  

事業学会総会  
2005年10月12－14  
日  

症例の現状とその傾向について解析した。   
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感染症挿椚  C型肝炎  

出典   

JC＝nMicrくぬio1  

2005；43：4413一  

小＝7  

のHCV－RNAを定量し  

たところ、18例中14例で、唾液検体では陰性であったが、GCFでは  
HCV－RNAが認められた。また26例中20例で唾液中よりGCF中のHCV－  
RNA値が高かった。HCVの感染経路を考察する必要がある。  

The43rdAnnual  
MeetingofIDSA  
2005年10月6－9日  

C塑肝炎  

～4月にかけて、あるへ○インクリニッウで3回の処置を受けた急性  
C型肝炎患者を調査した。感染リスク患者35例中4例が新たにHCVに感  
染していた。複数回使用したリドカインの／くイアルが汚染されていため  
と考えられた。  

E型肝炎  2005年に、英国個内で感染したE型肝炎の症例が、／トミンガム市内 の病院で8例発見された。E型肝炎は英国ではまれな疾患と考えられて  JMedVir012006：  
78：473－475  

おり、通常は流行地への渡航後に発症する。急性肝炎の患者すべて  
に、渡航歴とは無関係にHEVの可能性を考慮する必要がある。  

日本赤十 字社  人血清アル  
ブミン  

人血液  日本  
HIV  ド才湖モ訂占諺ヲ舛ヲ両論換克塾Eド夷蓮華査うマフ亡夫弓塾‾  

乾燥濃縮人血液凝周儒Ⅷ因 子  
JMedVir012008；  
78：311－317  （HIV－1）が同定された。このウイルスは、NucliSenseH）V－1QTass8y  

（OrganonTecknika／bioMerieux）では検出不能であり、Monitorvl．5test  
（RociheM0lecuIarSy8tem＄）ではLCxHJVRNAQuantitativea＄Bay  
（Abbo恍L8boratt〉雨さ）に比べ有意に低値を示した。プライマーとプロー  
ブ積合部位でのヌクレオチドの不貴台が、定量差の原因である。H】∨－1  
の遺伝的多様性がアツセイにおける検出と定量に影響を与えることに  
注意すべきである。  

月5～8日に米国保健省血液安全安定供給蘭間委員会で、イ  
インフルエンザ  AABBW¢8kly  

Repく）れ2006；  

12（2）：卜3  

ンフルエンザの大流行とその血液供給に及ぼす影響について権輪され  
た。特に短期生存型血小板の供給が脅かされることが強調された。ま  
た血液供給者の潜在的ウイルス感染問題も含めて、安全な血液供輸  
に関する研究がさらに必要であるとされ、保健省が取り組むべき対応簸  
を可決した。  

ベトナムのトリインフルエンザ感染者においてオセルタミピ  
鳥インフルエン ザ  Nature2005：437 ：1108  ルに耐性を示すH5Nl型ウイルスが発見された。患者は予防圭から開  

始し、のち高用土（治療丑）投与され、回復した。高用土投与後はウイ  
ルスは分離されなかった。フェレットに感染させた実験で、オセルタミビ  
ル耐性ウイルスはザナミビルには感受性を示した。   
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鳥インフルエン  感染症渾耶   ザ  
出典   

WHO  
http：／／www．who．in  

t／GSr／don／2008♪  

2＿21bノenパndex．ht  

ml  

概要   

F、アフリカ、ヨーロッパの国々に広  
がっている。2006年2月以降に初めてトリのH5Nl感染を報告した国は、  
イラク、ナイジェリア、アゼル／くイジャン、ブルガリア、ギリシャ、イタリ  
ア、スロベニア、イラン、オーストリア、ドイツ、エジプト、インド、フランス  
の13カ国にのぼる。  

／モルボウイル ス  

／くルポウイルスに急性感染後のウイルス動態の再評価により に急性感染後のウイルス動態の再評価により 、症状が  
2005：41：1201－  ClinhfeGtDis  1203  早期に消失したにもかかわらず、、本ウイルスは宿主から急速には除  

去されないことが示された。  

クロイツフェル  
ト・ヤコブ病  

ウム（SDS）によるプリオンの不活性化について  JViro12008；80：  

322－381  検討した。ハムスターS¢237プリオンおよぴヒト散在性クロイツフェルト  
ヤコブ病（8CJD）プリオンの酸性SDS暴毒による不活性化には、SDS濃  
度、暴霧期間、温度が関係した。ヒト8CJDプリオンはハムスターSc237  
プリオンに比べ、不活性化に10万倍以上抵抗性を示した。ステンレス鋼  
線lこ付着したヒトsCJDプリオンは酸性SDSとオートクレーブの併用で除  

去された。この知見は手術器具や歯科用機器などのプリオン不活性化  
に適したシステムの基礎となる。  

異型クロイツ フェルト・ヤコブ 病  
CA（町Oteinmi8f01dingeyG馳amplifiGation）  NatMed2005：11  

982－985  法を自動化し、P押soの増将卒を向上させた。標準的な検出方法で  
川OPMCAサイクルで感度が8800借上昇、2国連経で繰り返した場合、感  
度が100¢万倍に上昇し、PrP＄¢の8000分子相当が検出可能となった。  
この方法で、スクレイピー感染ハムスターの血液中PrPs¢検出に成功し  
た。血液中でPrP8¢が生化学的に初めて検出され、プリオン病を早期診  
断するための非侵襲的方法の開発が見込まれる。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

Nature2005：487  
257－281  及び変換活性との関係を間べたところ、川－28P仲分子に相当する凝集  

塊を持つ非繊維粒子がTSEの最も有効なイニシエーターであることが  

示唆された。  

、 1j芙琴フ仁あ通読1三諾■  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

慢性消耗病（CWD）感染ミュールジカの脳組織を   JVirot2005：79：  

13794－13796  種したところ、リスザルは進行性神経変性疾患を発現した。リスザルの  
脳組軌こはPげ叶esが検出され、海綿状変性が認められた。霊長！軌こ  
CWDが感染した初めての報告である。   
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感染症津斬   

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

出典   

NatMed2005；11  
1137－1138  

概要   

リアのサツサリ地方で飼育されている818顆のヒツジについて調べ  イタ  
たところ、そのうち261頂がプリオン病に対する感受性を与えるPrnp対立  
形質を有していた。7頒が明らかなスクレイピーであったが、脳、リンパ  
節、扁桃腺でPrPSGが検出された。スクレイピーのヒツジ全てと無作為  
に選んだ健康なヒツジ100矧こついて乳腺を組織学的に調べたところ、  
乳腺炎とスクレイピーを併発していた4頭では乳腺において汁PS¢が検  

出された。30km離れた別の群れのヒツジ272靖についても同様の調査  
を行ったところ、1研が同様の所見を呈した。慢性的な炎症とスクレイ  
ピーの併発により、PrPSGの沈着が予期せぬ租軌こ広がることが示さ  
れた。  

フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

ProMED200引）112  

－0070  
月6日時点でCJD死亡患者総  

数（8S∈と開運があると思われるvCJDを含む）は柑3例で、内訳はvCJD  
確定例における死亡患者109例、VCJD可能性例における死亡患者（神  
経病理学的に未確定）43例、VCJD可能性例における死亡患者（神経廟  
理学的確定実熊中）1例であった。存命中のvCJロ患者は8例で、VCJD  
確定例および可能性例輸数は159例で前月から変化はなかった。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

英国保健省Pres8  

Statement  
http：／／www．hpa．or  

g．uk／hpa／new8／ar  

ti0les／press＿relea ＄eS／2006′060209 ＿dd．htm  

患者は、供血綾20ケ  
月でvCJDを発症したドナー由来血液の輸血を受け、その約8年後に  
vcJDを発症した。この患者は存命中で、国立プリオン病院の医師によ  
る治療を受けている。この症例は輸血開運vcJD伝播としては3例日で  
あり、VCJDが輸血によってヒトーヒト感染しうることを示す新たな証拠と  
なるだろう。これら3例は、血策分画製剤の授与ではなく、すべて血液成  
分の輸血と関連している。この患者は、英国で供血後にvCJDを発症し  
たドナーから輸血されたことが判明し生存している約30人のうちの一人  

だった。対象者は全艮vcJD暴茸の可能性があることを通知され、手術  
などの医療措置を介したvCJD伝播の危険を減らすための予防措置を  

講じるよう求められている。  

987年から柑96年の間に川∨感染小児患者57例から採取し、凍  
ウイルス感染  

JCljn Mkrobio1  
2005；43：5428－  

5434  
鏑保存した末梢血単機細胞（PBMC）と2002年から2003年に健常者柑例  

から採取した新鮮PBMCにおいてヒト／くピローマウイルス（HPV）DNAを  

調べた。患者8例と健常者3例がHPV型18ゲノムの2つのサブグループ  
の大部分に陽性であり、これら11のPBMO検体すべてで検出された  
HPVゲノムはエビソーム型として存在した。PBMCはHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。   
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碁集塵藩邸   

ウイルス感染  インド洋酉耶でチクンケンヤウイルスによる懸染症が流行している。レ  
ユニオン島では200¢年1月下旬の1週間だけで1万5千人増え、計5万人  
に達した。モーリシャス当局はウイルスを媒介するヒトスジシマカの駆除  
を決定した。  

から12月に、中国の4地区から408匹のコウモリを集め、血  
コロナウイルス 感染  S（血nce2005； 310：¢76－679  液、糞、唾液を採取し、血清検体および糞または唾液由来¢DNAを、  

各々独立に、異なった方法で、ニ重富検により分析した。その縮臭、あ  
る種のコウモリが重症急性呼吸器症候群（SARS）め病停体であるSAR＄  

コロナウイルス（S人RS－CoV）に非常に近いコロナウイルスの邑然宿主で  

あることが明らかになった。これらのウイルスはSARS様コロナウイルス  
（SL－CoV）と名づけられ、ヒトやジャコウネコから分離されたSARS－GoV  
より遺伝的多様性が高い。ヒトやジャコウネコから分離されたSARS－  
CoVは系統発生学的に＄L－CoVの範疇に入り、SARS発生の原因ウイ  
ルスがSL－CoV群の一員であったことを示す。  

C“nlnhctDis  

2006：42：¢34－¢39  
1節噺び虜疾患だ蘭蓮チ宕奇庵桂  

コロナウイルス 感染  があり、状態の不良な患者における持横性の無症候性感染との関連が  
考えられる。  

エボラ出血  年から2003年にかけて発生したヒトと大型靂  Nature2005：438：  

575－5丁8  長矧こおけるエボラ施行時に採集された1030の小型脊椎動物におい  

て、エボラウイルスについて開べた。エボラウイルスに特異的な抗体が  
3種類のコウモリの血清中で検出された。エボラウイルスのヌクレオチド  
配列が同じ種類のコウモリの肝臓と脾臓で検出されたが、腎臓、心臓、  
肺からは検出されなかった。また他の動物からは検出されなかった。驚  
くべきことに、抗体根性の動物はすべてPCR陰性であり、PCR陽性の動  
物はすべて抗体陰性であった。これはPCR偶性の動物は感染から日が  
浅く、免疫反応が検出できる椚lこ検査されたためと思われる。  

2005年9月、ベネズエラ、シンガポール、カリブ海マルチニーク島、マ レーシアでデング熱が流行している。死亡者も多数でている。   
デング熱  ProMed20050928  －0040  
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感染症髄斬   

デング熱  

出典   

Blood2005；106：  
Abstract＃5331  

概要   

骨髄移植後の最初の再発時に敗血症と不可逆性ショックを発症し、死  
後解剖でデングウイルス4型感染が判明した急性リンパ性白血病（ALL）  

小児患者について報告する。1994年11月にプエルトリコで兄弟からの  
骨髄移植を受けた8歳の少女は移植後5日目に全身紅班、引ヨ目に発  
熟を発症し、抗生物質の投与にかかわらず、不可逆的ショックを起こ  
し、1＝ヨ日に死亡した。死後解剖で血液、腹水、肝臓、脾臓からテンゲ  
ウイルス4型が検出され、PCRで確認された。ドナーの血液をさらに検査  
したところ、デンダウイルス4型の】gM抗体が検出され、患者ウイルスの  
培養は、ドナーの急性力価と一致した。デンダウイルス感染は流行地  
域で輸血や骨髄移植を受けた患者の死亡原因となりうる。  

ウエストナイル ウイルス  

朝日新聞2005年  

10月3日  

は2005年10月3日、米国から日本帰国した男性会社良が  

米国で流行中のウエストナイル熟と診断されたと発表した。国内初の感  
染例である。  

ウエストナイル  

ウイルス  
米国で共通のドナーから臓馨移植を受けたレシピエントヰ  CDC／MMWR  

2005：  
54（Dkpatch）：ト3  

名中3名にWNV感染が確放された。ドナーから採取された血清および血  
兼サンプルの検査でWNV－1gM抗体、】gG抗体は陽性を示してが、WNV－  
RNAは按性であった。  

茹∂繕踊二i篇たニュニiニ砧六っ5扇ぐゴう詣福富癒を百l識心事ピ王ジ トがウエストナイルウイルス感染した件に関連するQ＆A。臓器移植によ  ウエストナイル  
ウイルス  

CDC  
http：／／www．Gd¢，g  

ov／∩く；idod／dvbid／  

WOStnile／qa／tran8  

fusion．htm  

第47回日本臨床  
血液学会総会  
2005年9月17一柑  
日  

る感染は、ドナーの血液が核酸増幅試験睦性、IgM、IgG抗体陽性の場  
合にも起こる可能性がある。  

B型肝炎  
化学療法および造血細胞移植療法実施後に、重篤な8型肝炎を生じた  

症例を棟数経験した。全例とも治療所のH鮎抗原は陰性であり、治療  
中の感染はなかった。H鮎抗体およぴHB¢抗体陽性の症例があったこ  
とから、免疫状態の変動に伴いHBVの再活性化が生じたと推測される。  

B型肝炎  
第47回日本臨東  

血液学会総会  
2005年8月り－19  
日  

第縛回日本血液  
事業学会総会  
2005年10月12－14  
日  

HBさAb陽性で、同種造血幹細胞移鳩をうけた患者  
6例のうち1例が、移植後柑ケ月で劇症B塾肝炎を発症した。このような  
患者ではH8ウイルスをモニタノングする必要があると考見られる。  

B型肝炎  

日赤へ報告された輸血後HBV感染疑い  

症例の現状とその傾向について解析した．   

83ページ  



出典   

J（川n MiGrObbl  

之005：43：4413－  

441丁  

たところ、18例中14例で、唾液検体では陰性であったが、GCFでは  
HCV－RNAが認められた。また26例中20例で唾液中よりGCF中のHCV－  
RNA健が高かった。HCVの感染経路を考察する必要がある。  

C型肝炎  

ー4月にかけて、あるへくインクリニックで3回の処置を受けた急性  The43rdAnnu81  
MeモtingoflDSA  

2005年10月8－9日  
C型肝炎患者を調査した。感染リスク患者3ら例中4例が新たにHCVに感  
染していた。＃数回使用したリドカインの／くイアルが汚染されていため  
と考えられた。  

E型肝炎  
JModVjr012006；  
78：473－475  

英国国内で感染したE型肝炎の症例が、バーミンガム市内  
の病院で8例発見された。E型肝炎は英国ではまれな疾患と考えられて  
おり、通常は流行地への渡航後に発症する。急性肝炎の患者すべて  
に、渡航匿とは無関係にHEVの可能性を考慮する必要がある。  

日本赤十 字社  
乾燥濃縮人  
血液凝固第 Ⅶ因子  

人血液  
日本  有効成分  有’  蕪■■  

HIV  ドイツで初めてB／Gサブタイプ間組換え型ヒト免疫不全ウイルス1型  

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅶ因 子  
JMedViro12008；  
78：311－317  （HⅣ－1）が同定された。このウイルスは、NuGIiSen8eHⅣ－1QTas8ay  

（OrganonTecknika／bklMerieux）では検出不能であり、MQnitorvl．5te8t  
（RocheMoIecularSy＄terrI＄）ではLCxHNRNAQua鵬tativeas8ay  
（Abbott山血相tOrieさ）に比べ有意に低値を示した。プライマーとプロー  
ブ錯合部位でのヌクレオチドの不整合が、定量羞の原因である。川V－1  
の遺伝的多様性がアツセイにおける検出と定量に影響を与えることに  
注意すべきである。  

インフルエンザ  月5－8日に米国保健省血液安全安定供儀蘭聞手貝会で、イ  AABB Weekly 
Repo止2006；  

12（2）：卜3  

ンフルエンザの大流行とその血液供給に及ばす影響lこついて撒諭され  

た。特に短期生存型血小板の供給が甘かされることが強調された。ま  
た血液供給者の潜在的ウイルス感染開場も含めて、安全な血液供給  
に関する研究がさらに必要であるとされ、保健省が取り組むべき対応策  
を可決した。  

ベトナムのトリインフルエンザ感染者においてオセルタミビ  
鳥インフルエン ザ  Natur02005；43丁 ：1108  ルに耐性を示すH5Nl型ウイルスが先見された。患者は予防貴から開  

始し、のち高用量（治療量）投与され、回復した。高用量投与後はウイ  
ルスは分離されなかった。フェレットに感染させた実験で、オセルタミビ  
ル耐性ウイルスはザナミビルには感受性を示した。   
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鳥インフルエン  惑彙痘薄明   ザ  
出典   

WHO  
http：／／wⅣ．Wh0．in  

t／c＄「／don／2008＿0  

2＿21b／en／index．ht  

ml  

概要   

トリインフルエンザの流行がアジア、アフリカ、ヨーロッパの国々に広  
がっている。2008年2月以降に初めてトリのH5Nl感染を報告した国は、  
イラク、ナイジェリア、アゼル／くイジャン、ブルガリア、ギリシャ、イタリ  
ア、スロペニア、イラン、オーストリア、ドイツ、エジプト、インド、フランス  
の13カ国にのぽる。  

／〈ルポウィル ス  

／そ〃ポヴ々）抜た高禄遍師）亡夫動態あ萬緬≡まり 動態の再騨価により 、症状が  
Clin lnfect Dis 
2005；引：120ト  

1203  
早期に消失したにもかかわらず、、本ウイルスは宿主から急速には除  
去されないことが示された。  

クロイツフェル  
トヤコブ病  

ウムくSDS）によるプリオンの不活性化について  JVレot2006こ80：  

3之2－331  検討した。ハムスターSo23丁プリオンおよぴヒト散在性クロイツフェルト  
ヤコブ病（さCJD〉プリオンの散性SDS暴露による不活性化には、SDS濃  
度、暴露期間、温度が関係した。ヒト8CJDプリオンはハムスターSc237  
プリオンに比べ、不活性化に1P万倍以上抵抗性を示した。ステンレス輔  
線に付着したヒト＄CJDプリオンは酸性SDSとオートクレープの併用で除  

去された。この知見は手術器具や歯科用機辞などのプリオン不活性化  
に適したシステムの基礎となる。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

mis届dingcyGli¢amP怖¢ation）  NatMed2005：11  
982－985  法を自動化し、打Pscの増幅率を向上させた。標準的な検出方法で  

140PMCAサイクルで感度が6600借上昇、2回連綿で繰り返した場合、感  
度が1000万倍に上昇し、PrPs¢の8000分子相当が検出可能となった。  
この方法で、スクレイピー感染ハムスターの血液中PrPsG検出に成功し  
た。血液中でPrPsGが生化学的に初めて検出され、プリオン病を早期診  
断するための非侵製的方法の開発が見込まれる。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

伝達性海綿状脳症（T＄E）におけるPrPを含む凝集体のサイズと、感染性  
及びま換活性との関係を咽べたところ、14－28PrP分子に相当する凝集  

Nature2005；437  
257－261  

塊を持つ非繊維粒子がTSEの最も有効なイニシエーターであることが  

示唆された。  

フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

リスザルの脳内に擁  
JVird2005；79：  

13794－13796  種したところ、リスザルは進行性神経変性疾患鹿発現した。リスザルの  
脳組織にはPrPr¢＄が検出され、海綿状変性が奴められた。登長類lこ  
CWDが感染した初めての報告である。   
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F‾  

感染症洋間   

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

出鼻   

NatMed2005；11  
11き7－1188  

横車  イダノアのサッサリ他方で飼育されている818碑のヒツジについて調べ  

たところ、そのうち261頒がプリオン病lこ対する感受性を与えるPmp対立  
形質を有していた。7靖が明らかなスクレイピーであったが、脳、リンパ  
節、扁桃腺でPrPScが検出された。スクレイピーのヒツジ全てと無作為  
に選んだ健康なヒツジ100旗について乳腺を組織学的に桐べたところ、  
乳腺炎とスクレイピーを併発していた4璃では乳腺においてPrPS¢が検  

出された。30km離れた別の群れのヒツジ272矧こついても同様の調査  
を行ったところ、1璃が同様の所見を呈した。悼性的な炎症とスクレイ  
ピーの併発により、PげScの沈着が予期せぬ組軌こ広がることが示さ  
れた。  

■ 
前百蒔高専丘コ配扁者鎧●  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

ProMED20060112  

－0070  数（白SEと開運があると思われるvcJDを含む）は153例で、内訳はvOJD  
確定例における死亡患者109例、VCJD可能性例における死亡患者く神  
経病理学的に未確定）43例、VCJD可能性例における死亡点者（神経病  
理学的確定実施中）1例であった。存命中のvCJD患者は8例で、VCJD  
確定例および可能性例総数は159例で前月から変化はなかった。  

患者は、供血捷20ケ  
フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

英国保健省Pros＄  

Staternent  
http：／／www．hpa．or  

g．uk／hpa／news／ar  

tioles／pre88Jelea  
s¢S／200¢／060209  

＿匂d．htm  

月でvOJDを発症したドナー由来血液の輸血を受け、その約8年後に  
voJDを発症した。この患者は存命中で、国立プリオン病院の医師によ  
る治療を受けている。この症例は輸血関連vcJD伝播としては3例日で  
あり、VOJDが輸血によってヒトーヒト感染しうることを示す新たな証拠と  
なるだろう。これら3例は、血策分画製剤の投与ではなく、すべて血液成  
分の輸血と開運している。この患者は、英国で供血後にvGJDを発症し  
たドナーから輸血されたことが判明し生存している釣30人のうちの一人  

だった。対象者は全員voJD暴露の可能性があることを通知され、手術  
などの医療措置を介したvCJD伝播の危険を減らすための予防措置を  

講じるよう求められている。  

987年から柑98年の間に川∨感染小児患者57例から採取し、凍  
ウイルス感染  

200さ；43：5428一  

JClinMicrobio1  朗34  

緒保存した末梢血単核細胞（PBMG）と2002年から2008年に健常者19例  

力1ら採取した新鮮P8Meにおいてヒト′くピローマウイルス（HPV）DNAを  

調べた。患者8例と健常者3例がHPV型18ゲノムの2つのサブグループ  
の大部分に陽性であり、これら11のP8MC検体すべてで検出された  
HPVゲ／ムはエビソーム型として存在した。P8MCはHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。   
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ウイルス感染  概要  インド洋西部でチクングンヤウイルスによる感染症が流行している。レ  
ユニオン島では2006年1月下旬の1週間だけで1万5千人増え、計5万人  
に達した。モーリシャス当局はウイルスを媒介するヒトスジシマカの駆除  
を決定した。  

から12月に、中国の封也区から408匹のコウモリを集め、血  コロナウイルス  
感染  

S（）ience2005；  

810：676－8了9  液、集、唾液を採取し、血清検体および糞または唾液由来GDNAを、  
各々独立に、異なった方法で、ニ重盲検により分析した。その轄果、あ  
る種のコウモリが重症急性呼吸器症候群（SARS）の病原体であるSARS  

コロナウイルス（SARS－CoV）に非常に近いコロナウイルスの自然宿主で  

あることが明らかになった。これらのウイルスはSARS様コロナウイルス  
（SL－CoV）と名づけられ、ヒトやジャコウネコから分離された＄ARS－GoV  
より遺伝的多様性が高い。ヒトやジャコウネコから分離されたSARS－  
CoVは系統発生学的にSL－CoVの範疇に入り、SARS発生の原EE）ウイ  
ルスがSし－CoV群の一旦であったことを示す。  

トコロナウイルスHKUlは呼吸器及び腸疾患に開遵する可能性  

コロナウイルス 感染  
Clinhfe¢tDi＄  

200¢；42：634－639  があり、状態の不良な患者における持続性の無症候性感染との関連が  
考えられる。  

エボラ出血  
年から2003年にかけて発生したヒトと大型翌  Nature2005：438：  

575－5了¢  長矧こおけるエボラ流行時に採集された1030の小型脊椎動物におい  

て、エボラウイルスについて調べた。エボラウイルスに特異的な抗体が  
3種類のコウモリの血清中で検出された。エボラウイルスのヌクレオチド  
配列が同じ種類のコウモリの肝臓と脾臓で検出されたが、腎臓、心臓、  
肺からは検出されなかった。また他の動物からは検出されなかった。驚  
くべきことに、抗体陽性の動物IますべてPCR検性であり、PCR陽性の動  
物はすべて抗体陰性であった。これはPCR陽性の動物は感染から日が  
浅く、免疫反応が検出できる附こ検査されたためと思われる。  

デング熱  2005年9月、ベネズエラ、シンガポール、カリブ海マルチニーク島、マ レーシアでデング熱が流行している。死亡者も多数でている。   ProMed20050928 －0040  
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感染症沖Ⅵ 芋ジグ轟‥…  
出典   

Bl00d2005；106：  
Ab如Ⅵ¢t＃5331  

骨髄移植後の最初の再発時に敗血症と不可逆性ショックを発症し、死  
後解剖でデンダウイルス4型感染が判明した急性リンパ性白血痕（ALL）  

小児患者について報告する。柑94年11月にプエルトリコで兄弟からの  
骨髄移植を受けた¢慮の少女は移植後5日日に全身紅班、¢日日に発  
熱を発症し、抗生物質の授与にかかわらず、不可逆的ショックを起こ  
し、†1日日に死亡した。死後解剖で血液、腹水、肝臓、脾臓からテンゲ  
ウイルス4型が検出され、PGRで確認された。ドナーの血液をさらに検査  
したところ、デングウイルス4型のIgM抗体が検出され、患者ウイルスの  
培養は、ドナーの急性力ずと一致した。デンダウイルス感染は流行地  
域で輸血や骨髄移植を受けた患者の死亡原因となりうる。  

ウエストナイル  
ウイルス  朝日新聞2005年 10月3日  

0月う日、米国から日本帰国した男性会社良が  
米国で流行中のウエストナイル熟と診断されたと発表した。国内初の感  
染例である。  

ウエストナイル  

ウイルス  

輔げ＝ホぢ慮扁頑癒着奏仔だ〔手ピ王ジドj  
CDC／MMWR  
2005；  
54（Dispatch）：1－3  

名中8名にWNV感染が確取された。ドナーから採取された血清および血  
策サンプルの検査でWNV－1gM抗体、IgG抗体は腸性を示してが、WNV－  
RNAは陰性であった。  

ウエストナイル ウイルス  
CDC  
http：／／www．cdc．g  

ov／nGidod／dvbid／  

W08tnile／qa／什ans  

hlSion．htm  

－9月にニューヨークとヘーンシルハ●ニアで臓器移植を受けたレシピエン  

トがウエストナイルウイルス感染した件に関連するQ＆A。膀器移植によ  
る感染lま、ドナーの血液が核酸増幅試験陰性、kM、IgQ抗体腸性の場  
合にも起こる可能性がある。  

重篤なB型肝炎を生じた  B型肝炎  第47回日本臨床  

血液学会総会  
2005年9月り－19  

日  

症例を複数軽験した。全例とも治療前のH8さ抗原lま陰性であり、治療  
中の感染はなかった。HBs抗体およぴHBG抗体職性の症例があったこ  
とから、免疫状態のま動に伴いH8Vの再活性化が生じたと推沸される。  

砧；漸商権蓮五幹諭通常措毒亨t欄  
B型肝炎  

第耶回日本臨床  
血液学会総会  
2005年9月17－柑  
日  

零細回日本血液  
事業学会総会  
2005年18月12一川  
口  

移植前H鮎Ag陰性、   
8例のうち1例が、移地儀15ケ月で劇症B型肝炎を発症した。このような  
患者ではHBウイルスをモニタリングする必要があると考えられる。  

日赤へ報告された輸血後HBV感染疑い  B型肝炎  

症例の現状とその傾向について解析した。   
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C型肝炎  

出典   

JClinMiGrObio1  
2005；43：4413－  

4417  
たところ、18例中14例で、唾液検体では陰性であったが、GCFでは  
HCV－RNAが認められた。また26例中20例で唾液中よりGCF中のHCV－  
RNA値が高かった。HCVの感染経路を考察する必要がある。  

C型肝炎  
The43rdAnnual  
Mec，tingof）DSA  

2005年10月6－9日  2003年3月～4月にかけて、あるへ○インクリニックで3回の処置を受けた急性 C型肝炎患者を調査した。感染リスク患者35例中4例が新たにHCVに感 染していた。棟数回使用したリドカインの／くイアルが汚染されていため と考えられた。  
E型肝炎  英国園内で感染したE型肝炎の症例が、バーミンガム市内  JMedViro12008：  

了8：473－475  の病院で8例発見された。E型肝炎は英国ではまれな疾患と考えられて  
おり、通常は流行地への渡航後に発症する。急性肝炎の患者すべて  
に、渡航歴とは無関係にHEVの可能性を考慮する必要がある。  

日本赤十  
字社  

白血球除去人赤血球浮遊液  HIV  

ドイツで初めてB／Gサブタイプ間組換え型ヒト免疫不全ウイルス1型  白血球除去  
人赤血球浮  
遊液  

人血液  日本  
有効成分  

JMedViro12006；  
78：311－317  （HJV－1）が同定された。このウイルスは、NucIiSen＄eHIV－1QTa＄8ay  

（OrganonT8Cknika／bioMerieux）では検出不能であり、Monitorvl．5test  
（RocheMolecufarSy＄ternS）ではLCxH）VRNAQuantitativeassay  
（AbbottLaboratorie＄）に比べ有意に低値を示した。プライマーとプロー  
ブ精舎部位でのヌクレオチドの不整合が、定圭善の原因である。H】∨－1  
の遺伝的多様性がアツセイにおける検出と定立に影響を与えることに  
注意すべきである。  

細菌感染  
Clin Mi¢rObiol  

lnfect2005；11：  

919－924  
回顧拭放で、1020件中108件（10．8％）が病院内肺炎球菌血流感染  
（NP別）と同定された。この内71例のデータが分析可能であったが、入坑  
後、血液培養が陽性になる東では3～1j5日（中央値17日）で、基礎疾患  
は悪性腫瘍（31射、慢性閉塞性肺疾患（28．6射、心不全（用．9射、慢性  
腎不全（ほ8射、肝硬変（13射、川∨感染（13射であった。患者の31．2痛て  
重度の敗血症、11．7％カー敗血症ショック、3．9％カ†多勝静不全を呈した。  
原因菌の血清型のうち、78別ま23価多糖体ワクチンに含まれていた。  
35名（45．5％）の患者が死亡し、そのうち21名（27．3％）がNPB】に関連する  
と考えられた。   
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